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そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ
　
災
い
へ

秋
季
火
災
予
防
運
動
　
11
月
９
日
〜
15
日

今
年
も
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。
火
災
予
防
運
動

を
き
っ
か
け
に
、
火
災
の
起
こ
ら
な

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

全
国
の
火
災
事
情

全
国
で
は
、
毎
年
約
６
万
件
の
火
災
が

発
生
し
、
約
２
千
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
建
物
火
災
は
す

べ
て
の
火
災
件
数
の
６
割
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
出
火
の
原
因
が
多
種
多
様
に
な
る

と
と
も
に
、
世
情
を
色
濃
く
反
映
す
る
状

況
で
す
。
最
近
で
は
、
放
火
や
放
火
の
疑

い
に
よ
る
火
災
が
２
割
を
占
め
る
ま
で
に

な
り
、
安
全
な
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
半

数
以
上
が
高
齢
者
で
、
年
齢
が
高
く
な
る

に
つ
れ
て
死
亡
す
る
率
も
著
し
く
高
ま
り

ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
て
、
火
災
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

消
火
器
を
点
検
し
よ
う

火
災
発
生
の
初
期
の
段
階
で
使
う
消
火

器
。
し
か
し
、
こ
の
消
火
器
が
い
ざ
と
い

う
と
き
に
使
え
な
い
状
態
で
は
困
り
ま

す
。
次
の
事
項
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

①
消
火
器
の
安
全
栓
（
ピ
ン
）
が
つ
い
て

い
る
か

②
容
器
に
変
形
、
さ
び
は
な
い
か
。
ひ
ど

く
壊
れ
て
い
な
い
か
。

③
消
火
器
の
キ
ャ
ッ
プ
に
ゆ
る
み
は
な
い

か
④
ホ
ー
ス
の
ノ
ズ
ル
に
も
の
が
詰
ま
っ
て

い
た
り
、
ひ
び
割
れ
た
り
し
て
い
な

い
か
。

⑤
圧
力
計
の
あ
る
消
火
器
な
ら
、
ゲ
ー
ジ

は
、
正
常
値
を
示
し
て
い
る
か

⑥
使
用
期
限
が
過
ぎ
て
い
な
い
か

⑦
使
用
済
み
に
な
っ
て
い
な
い
か

以
上
の
よ
う
な
点
に
問
題
の
あ
る
消
火

器
は
、
専
門
の
業
者
の
点
検
を
受
け
、
必

要
な
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
い
ら
な
く
な
っ
た
消
火
器
の
処

分
は
有
料
で
す
が
、
必
ず
買
い
求
め
た
販

売
店
や
専
門
の
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

☎
◯　22　
０
３
３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
９
４

２
７
番

両
親
や
両
親
以
外
の
保
護
者
が
、
次
の

よ
う
な
理
由
で
子
ど
も
の
世
話
を
で
き
な

い
場
合
に
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
の
が
保
育
所
で
す
。

入
所
基
準
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
理
解
の
う

え
、
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
入
所
基
準
〉

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
次

の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
保
護
者
が
勤
め
に
出
て
い
る
、
家
業
を

営
ん
で
い
る
な
ど
、
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
場
合

②
母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
出
産
後
間

が
な
い
場
合
（
産
前
２
か
月
〜
産
後

４
か
月
）

③
保
護
者
が
病
気
か
、
ま
た
は
家
族
に
病

気
か
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、

そ
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る
場
合

④
保
護
者
が
、
火
災
、
風
水
害
等
の
被
害

に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

場
合

〈
入
所
申
込
書
の
受
付
〉

期
間

11
月
６
日
㈭
〜
同
20
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所

入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
。
た
だ

し
、
森
の
子
保
育
園
の
申
し
込
み
は
、

ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
長
曽
根
町
33
）
☎

◯　 23　
４
９
１
８
番
へ
。

※
申
込
書
は
11
月
４
日
㈫
以
降
に
各
保
育

所
、
市
役
所
１
階
受
付
、
支
所
・
各
出

張
所
、

児
童
家
庭
課
（
平
田
町
・
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で
お
渡
し
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

児
童
家
庭
課
☎
◯　 23　

９
５
９
０
番
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番
、

ま
た
は
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
へ
。
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暮
ら
し
に
安
心
！
国
民
年
金

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
。
核
家

族
化
や
平
均
寿
命
の
伸
び
な
ど
の
社

会
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
個
人
の
貯

蓄
や
家
族
間
の
仕
送
り
だ
け
で
は
、

豊
か
な
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
全
体
で
高
齢
者

世
代
を
支
え
る
「
公
的
年
金
」
は
、

老
後
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
で

す
。
現
在
、
高
齢
者
世
帯
の
95
％
以

上
が
公
的
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い

ま
す
。

納
め
ま
し
ょ
う
！
保
険
料

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
、
定
期
的
に
制
度
を
見
直

す
こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
た
安

定
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金

額
の
３
分
の
１
を
国
が
負
担
し
、
物

価
が
上
が
れ
ば
受
け
取
る
年
金
額
も

上
が
る
「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」

で
す
。
さ
ら
に
、
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
は
、
そ
の
年
内
に
納
め
た

分
が
社
会
保
険
料
と
し
て
の
扱
い
を

受
け
全
額
が
所
得
税
や
住
民
税
を
計

算
す
る
と
き
に
課
税
対
象
の
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を
守

る
大
切
な
年
金
で
す
。
老
後
の
生
活

を
支
え
る
年
金
を
確
実
に
受
け
る
た

め
に
、
保
険
料
の
納
付
は
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が

低
く
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
を
対
象
に
、
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

広
報
ひ
こ
ね
５
月
15
日
号
や
７
月
１

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
追
納
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

て
い
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
「
受
給
資
格
期
間
」
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き

は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
期
間
と

比
べ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
る
よ
う

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

全
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
３
分
の

１
の
額
に
、
半
額
免
除
期
間
に
つ
い

て
は
３
分
の
２
の
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
に
つ

い
て
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
10
年
前
ま
で
の
免
除
期

間
（
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
追
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。
追
納
す
る
と
、

そ
の
期
間
は
本
来
の
年
金
額
で
計
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
追
納
さ
れ
ま
す
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、追
納
す
る
保
険
料
の
額
は
、

免
除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
を
し
た
額
で
す
。た
だ
し
、

免
除
を
受
け
て
２
年
以
内
に
追
納
す

る
場
合
に
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
！

「
忙
し
く
て
…
」「
つ
い
う
っ
か

り
…
」
と
い
う
方
は
、
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
な
ら
、
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き

落
と
さ
れ
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。

全
国
の
郵
便
局
、
銀
行
、
信
用
金

庫
、
労
働
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、

漁
協
で
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま

す
。お

申
し
込
み
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
、
通
帳
届
出
の
印
鑑
、
納
付
書

を
持
っ
て
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
滋
賀
社
会
保
険
事
務
局
彦
根
事

務
所
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
　
☎
◯　 23　
１
１
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３
８
番

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
錦

秋
の
湖
東
三
山
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
12
月
７
日
㈰
ま
で
は
、
近
江
鉄

道
尼
子
駅
（
犬
上
郡
甲
良
町
）
と
、
西

明
寺
・
金
剛
輪
寺
・
百
済
寺
の
湖
東

三
山
や
永
源
寺
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
が
毎
日
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
便
利
な
「
湖
東
三
山
フ
リ
ー
き

っ
ぷ
」
も
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

「
湖
東
三
山
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
」の
内
容

・
湖
東
三
山
共
通
拝
観
券

・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
近
江
鉄
道
全
線

の
１
日
乗
り
放
題
券

問
い
合
わ
せ
先

近
江
鉄
道
鉄
道
部

☎
◯　22　
３
３
０
３
番

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
滋
賀
県
な
ど

が
、
び
わ
こ
京
阪
奈
線
（
仮
称
）
鉄
道
建

設
期
成
同
盟
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。

「
駅
か
ら
始
ま
る

ハ
イ
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
情
報
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
中

Ｊ
Ｒ
の
主
要
駅
の
ラ
ッ
ク
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

交
通
政
策
課

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
６
８
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４

８
３
６
番
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保険料納付相談のお知らせ
社会保険事務所では、国民年金加入者
を対象に、コンピュータを使って国民年
金に関する疑問や不安にお答えする相談
会を市内各所で開催します。
国民年金保険料の納付はもちろん、ご
自身の年金記録を確認することもできま
す。11月は次のとおり予定しておりま
すので、ぜひこの機会にご相談ください。

11月21日㈮ 稲枝支所
11月25日㈫ 亀山出張所
11月27日㈭ 高宮地域文化センター
11月28日㈮ 河瀬地区公民館
いずれも時間は、10：00～16：00です。
予約の必要はありません。また、お越
しの際には年金手帳をお持ちください。


